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(1) 遺跡と調査の概婆

北海道枝幸郡枝幸町字ヤムワッカ地先道路敷地、河 J II 敷地、ソシュチ 43- 2
めなしどまり

日梨泊遺跡

枝幸町教育委員会
苔 とう たか ひろ

枝幸町教育委員会文化振興係長佐藤隆広

平成 4 年 5 月~平成 4 年11月 (1992年)

オホーツク文化

西暦 8 世紀後半

a 遺跡の所在

b 遺跡の名称、

e 調査の機関

d:調査担当者

配:発掘自時

f 文化

g 遺跡の年代

北海道枝幸郡 日梨泊遺跡出土のオホ}ツク文化の植物議子

〔本報文の掲載されている

佐藤隆広繍著『目梨泊遺跡.I A4 版、総貰 382、国版 149頁、付表 15、付図 172 、

北海道枝幸町教育委員会 1994年 3 月(平成 6 年 3 月)発行所収 335頁-349頁

[KEYWORD] 北海道、オホーツク文化、考古植物学、出土種子、アワ、オオムギ、

よし さき まさ かず

吉崎昌一(北海道大学)

(3) 検出された炭化韓子

1 オオムギ Hordeumvulgare1. 図版 139 、 la-Ie

1a、 Ie に見られるように、劉辺がカーブし、 1b に示した側面観は紡錘形となる。また、距は剥

落しており、三角形の痕勝となっている。腹面には縦溝が見られるが、それにつながる頂部の切

り込みはやや浅い。こうした特鍛から、出土したムギ類はオオムギであると判断された。資料は

全部で 12 粒検出されているが、ダメージの大きかった 1 粒を除き言 trRU が可能で、あった。計測値は

第 2 表に示しておく。また、 la-Ie は計混 U表中の No 9 の資料である。

2:アワ Setariaitarica (1.)P.Beauv 図版 139 、 2a-2b

アワは 2 粒検出されている。どちらも保存は余りよくない。 2a に示した資料は、内穎部分を残

もの。内穎部分をよく注意すると乳頭突起カ準晃察される。その部分を 500 倍に拡大したものが

2b である。 2a は長さ1. 6mm 、幅1. 3mm 、厚さ 0.9mm o

(2) 扱った資料

ここで報告する植物種子は、オホーツク文化に属する自梨泊遺跡から出土したものである。発掘調

査に関する基本的情報については、(1)に述べたが、報告書の別項に記載されているように、多数の土

器、鉄製の蕨手刀、背銅製の輸入帯金具なども検出されており、オホーツク文化の研究上、きわめて

重要な成果が得られている。

この遺跡からは、墓壌 43 基と竪穴式住居 4 棟が検出されているが、そのうちの第 4 号竪穴式住居床

面から土壌が採取され、フロテーションが実施された。第 4 号生活は、発掘担当者によって、オホー

ツク式土器の縮年観から西暦 8 世紀後半のものと推定されている。なお、現在、この住賠から出土し

たオオムギ、は名古屋大学渡辺誠氏らのプロジ、ェクトの一環として、タンデトロンによる 14C 年代を測

定中である。


















